



Agricultural job creation by the women in the rural comunities
―Reports of the servey in the case of Ueda and Saku areas―































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































会　費　収　入 8．5％ 人　件　費 19．7％
販売・事業収入 64．5％ 事務所店舗維持費 8．6％
行政から業務委託 3．4％ 仕入（生産者への払） 45．7％
行政からの補助金 3．2％ 活動経費（通信費等） 10．2％
民間・財団助成金 1．3％ 教育・研修費 2．2％
寄　付　金 0．0％ 地域へ還元（寄付等） 0．0％
メンバー個人負担 0．3％ 積立金 5．7％
借入金 0．0％ その他 7．9％
前年繰り越し 15．7％
その他の収入 3．0％
合　計 100．0％ 合　計 100．0％
単位：％
表6　発足時期
N．A． 3（9．7）
1970年以前 0（0．0）
70年一79年 1（3．2）
80年一89年 11（35．5）
90年一現在 16（51．6）
合　計 31（100．0）
表7　母体となった活動
単位：団体数（　）内は％
N．A． 0（0．0）
生活改善グループ 9（29．0）
農協女性部 11（35．5）
生産組合・作目部会 4（12．9）
集落の自治会 1（3．2）
地域の婦人会 3（9．7）
生協 0（0．0）
PTA 0（0．0）
自分たちで新たに作ったグループ 4（12．9）
その他　　　　　　　　　　一 ＊2（6．5）
合計く回答団体数） 31（100．0）
表8　立ち上げ資金の工面方法　複数回答
N．A． 1（3．2）
構成員の出資や会費 20（64．5）
JAから借入 1（3．2）
JAからの助成金 4（12．9）
金融機関からの借入 0（0．0）
国補助金 0（0．0）
県補助金 4（12．9）
市町村補助金 8（25．8）
賛同者からの寄付 1（3．2）
市民バンクから借入 0（0．0）
その他 ＊7（22．6）
特に資金は必要とせず 3（9．7）
合計（回答団体数） 31（100．0）
単位：団体数（）内は回答団体数31を100とした時
　　　の％
　＊　「その他」7件のうち「JAによるテントなどの
　現物支給」2件、「会員の無償労働」が1件。
単位：団体数（）内は回答団体数31を100とした時
　　　の％（なお、回答方法は「近いもの一つの○」
　　　としたが複数回答をした団体が三団体あるた
　　　め、合計は100．0とならない）
＊「その他」は「農村婦人学級の卒業生でグループ結
　成」等
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表9　事業内容や趣旨の、発足当初との違い
〔1〕
〔11〕
〔12〕
〔25〕
〔28〕
〔30〕
〔32〕
〔34〕
〔38〕
果菜類とくにきゅうり栽培者が中心だったが、後に他の野菜についても販売を開始した。発足当時は無
人。現在はJAの支援を受けて運営。販売所建物はJAで建てた。
JA女性の公認のグループとして地元の学校に給食用の野菜を出荷していたが、作っても企画などの面で
出荷できないことが多く、その余剰分を無人市で販売していた。現在は地場農業の活性と有機農業の促進
が目的。
自家野菜の計画的栽培をしようと食生活カレンダーを発行するようになった。
農産物の直売だけでなく、今は加工品にも取り組む。
野菜など作ったものが余るので捨ててしまう。それならば、その野菜を売ろうとなったが、おすそわけの
精神で、その部分は今も変わっていない。
JA青年部と女性部が共催で地元の味を地域の人たちに知ってもらうために開始。現在は女性部の有志
で。
自家用野菜の余りなどを非農家にあげると、買うより高い御礼が来たりする。そういう気づかいをしなく
ていいように、当初は地元消費者むけに農産物を安く販売。ところが女性たちが本気になって作り始め
て、売り切れなくなった頃、都市から申し込みがあり、都市・農村交流に発展した。
かつては9人乗りの車の後部シートを上げて、少々の野菜と果物をぎっしりつめて、人と荷物同居で東京
へ行った。現在は公社のトラックを使用。
最初は会員の必要量だけを生産していた。
漬け物加工では道具も使わず、手作り。量が少なかったが、今では4500キロと多くなる。加工室も出来、
ストッカー、冷蔵庫他備品もそろった。
表10　会員の増減
N．A． 2（6．5）
増えた 16（51．6）
変化なし 6（19．4）
減った 7（22．6）
合　計 31（100．0）
表11一①
　　　　　　　単位：団体数（）内は％
運営上苦労した点　複数回答
N．A． 8（25．8）
発足時の資金調達 2（6．5）
事業拡張時の資金調達 3（9．7）
家族の理解の獲得 4（12．9）
地域の諸団体との調整 2（6．5）
内部の人間関係の調整 10（32．3）
行政の理解の獲得 3（9．7）
事務所や店舗探し 4（12．9）
その他 ＊8（25．8）
合　計（回答団体数） 31（100．0）
　重荷と感じて加入者が増えない」「保健所の許可の
　おりる加工施設の確保」などがそれぞれ一件ずつ。
表11一②　苦労の際の応援や励まし　複数回答
N．A． 7（22．6）
配偶者 7（22．6）
養父母 0（0．0）
実父母 0（0．0）
子供 1（3．2）
地域の仲間や団体 16（51．6）
役場の担当部署 8（25．8）
農協生活指導員 6（19．4）
改良普及員 8（25．8）
その他 3（9．7）
合計（回答団体数） 31（100．0）
単位：団体数（
　　　の％
）内は回答団体数31を100とした時
単位：団体数（）内は回答団体数31をユ00とした時
　　　の％
＊　「その他」としては、「無人市における売り上げ金
　回収の困難」2件、「加工のための原材料確保の困
　難」、「専業と直売との両立」「年数が重なるにつれ、
　品質よりもモウケを考える人が出てきた」「店番を
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表12苦労への対応方法（サンプル番号は伏せた）
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
無人販売の売上金の回収が年々悪くなっていった。80－85％。店に入って「お金は確i実に入れてくださ
い」とよびかけを行うなどしたが、効果があまり上がらず、最終的に有人化した。今後の課題は、産地間
の交流をはかること。
無人市での売上金回収が困難だったので、70歳～80歳の女性に、有償で店の番をしてもらうようにした。
交替で当番をしたこともあったが、100円以外のものに間違いなどがあり、専任の方がよい、ということに
なった。
事務所の空き地を借りたので、雨が降るたびぬかって困った。砕石を買って敷いた。
地元産原料確保のため、資金面では補助事業活用、県の制度資金導入。加工部門だけでなく、原料栽培に
も力を入れた。収穫機械の導入など、行政の支援を受けながら全村民に協力を呼びかけた。
人間関係。趣旨を話し合い参加いただいていたが、相手が出荷しなくなった。
人間関係。陰で人のことはいわず、直接言うようにしている。（作物の質の面では）勉強会などを行う。
人間関係。役員で話し合い。行政担当にお願いし、構成員の気持ちを安心させた。
人間関係。仲間のことを外部に話さない。仲間の悪口は絶対に言わない。仲間一人ひとりの性格をはやく
知る。自分が一番動かないと人はついて来ない。
地域の他の団体との調整。それぞれの団体の性格を各自が把握して参加するようになり、どれが自分に
とって一番大事な活動、団体なのかを考えていただいた。
行政の理解。役場担当者や課長たちにいつも頭を下げる。
加工所の確保。廃校になっている小学校の給食室を加工場として使用するための許可を行政にお願いし
た。地元議員の口そえで許可がおりた。
地域の活性化を願い、自分でやりたいと思っていたことであり、特に苦労とは思わない。やっていること
が楽しくなければ成功しないと思う。
表13一①　法人化の有無
N．A． 0（0．0）
法人化していない 28（90．3）
法人化している 2（6．5）
法人化申請中・準備中 1（3．2）
合　計 31（100．0）
②へ
　　　　　　　　単位：団体数（）内は％
表13一②「法人化していない」団体の今後の予定
表14一①　行政との協力関係
N．A． 4（12．9）
現在協力関係なく今後も予定無 8（25．8）
現在協力関係ないが今後作りたい 2（6．5）
現在協力関係にある 16（51．6）
その他 1（3．2）
合計（回答団体数） 31（100．0）
単位　団体数（）内は％
N．A．　　　　　　　　　　　　1（　3．6）
今後その予定がある 2（7．1）
一度検討したい 4（14．3）
今後も予定はない 21（75．0）
合　計（回答団体数） 28（100．0）
単位：団体数（）内は「法人化していない」28団体
　　　を100とした時の％
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表14一②　行政との協力関係の内容
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔紳〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
有機農業のための堆肥センターの利用
団体は独立採算なので、金銭面での協力ではないが相談に応じてもらうなどの関係
催しもの会場の提供
イベントを行った時の活動資金を行政が一部負担
役場が事務局を担当
要望をよく聞いてもらい、こちらも行政のイベントに協力
「市」の場所は行政が土地を提供
都市との交流の際、高速道路料金片道分と「市」の場所代を出してもらっている。トラックの運転を役場
が担当。事務局に役場農林課、振興公社から応援。
資金など、問題点があれぽ相談
事務所を農林課におく
表15　他団体との協力関係
①生活改善グループ、②農協女性部、③生産組合・作目部会、④集落自治会、⑤地域婦人会、⑥生協、⑦PTA、
⑧食生活改善推進会、⑨有機農業生産者グループ、⑩無・低農薬生産老グループ、⑪保健指導員、⑫農協生活
指導委員、⑬母親連絡会、⑭その他iから選択の上、具体的な協力関係を記してもらった
〔1〕
〔3〕
〔9〕
〔10〕
〔19〕
〔27〕
〔32〕
〔33〕
〔34〕
〔36〕
〔38〕
③→花卉、果物の提供を受ける
⑨→朝鮮人参の委託販売
⑩→加工用の農産物（ひまわり）の作付けを委託
⑭→全村民：加工用農産物（大豆、そば、キビ、小麦）の栽培依頼、豆腐など製品の利用
①→加工所より豆腐購入
⑩→たまご、野菜、リンゴ、牛乳、柑橘類などを常時契約
⇔→こだわって生産加工している個人
①→各種技術指導
②→加工技術
④→イベントへの協力
⑩→地域で不足している農産物の出荷や情報交換
⑫→技術講習
⑨→男性料理教室
それぞれの構成員が①②⑤⑧⑨にだぶって関わってはいるが、団体として定まった協力関係はない
①→苺の苗の定植、摘み取り
⑮→仲間の夫たち：大豆の耕作の手伝い（除草、耕転、脱穀など会員の手に余る作業）
⑨⑩→消費者のために、有機や無・低農薬による生産をしたい。そのための研修会参加など
①→加工品を改善グループの中の青空市場で売ってもらう。地域の生活改善グループ協議会の一グループ
なので、今後は梅とり等、他団体との労働補完も考えている
表16農村女性の「仕事おこし」をめぐる意見（サンプル番号は伏せた）
A　仕事おこしによる経済的・社会的なインセンティヴの存在
〔＊＊〕　女性の力は無限だと思います。しかし役員選出の時はいつも苦労します。仲間づくり、仕事おこしは大変
　　　　ですが、苦労が多いだけ、喜びも大きいし、いい仲間との出会いは自分自身を成長させてくれるので感謝
　　　　です。
〔＊＊〕　直売所の中でも、女性で熱心に出荷する人が増えている。特に自分の口座に入金されると励みになる。今
　　　　年の直売所の売上げ目標は500万。
〔＊＊〕　農村は女性によって支えられている。直売所の運営についても女性の果たす役割は大きい。
〔＊＊〕　私の地区は270件あるうち、130名の会員がおります。昨年は出したが今年は休みとか、年に2、3回出す
　　　　人などもいるので、実際には50～70名くらいです。直売所を興したことにより、女性が大変明るく元気に
一79一
368 長野大学紀要　第21巻第3号　1999
　　　なりました。また、夫や家族用にもよい品質の野菜を作ろうとはりきり毎年オープンを楽しみにしていま
　　　す。消費者との顔のみえる関係がこんなにも人を活き生きとさせるのか不思議です。
〔＊＊〕　農産物直売の事業は女性の方が意欲的。
〔＊＊〕　その団体によって運営法が違うため、質問の内容の解釈が大変だった。
　　　　「土いじり」は楽しい。家に閉じこもっていたころに比べると、人とふれあっている時間が楽しみであ
　　　り、生きがい。会員は家に帰るのも忘れてしまうほど。
B
〔＊＊〕
〔＊＊〕
〔＊＊〕
行政・JAとの関係
〔＊＊〕
行政、JAがリーダーとなる人の育成を重視するべき。
96年はJA婦人部の直売所だったが、97年にJAに委託になり、運営委員会とJA事務局を設けて運営。
行政に頼りすぎず自立すること。行政への要望としては、発足当初、きちっとした指導をし、後は手をひ
き見守る立場でいてほしい。
町が中央に販売所をつくっている。これが出来ると雨の日の露店商の悩みから解放される。小さな規模の
農婦の集まりなので、町の協力や生活改良普及員の指導や援助がないと成り立たない。
C　組織上の課題
〔＊＊〕　私たちのグループは野菜生産者と花卉生産者で構成されている。農業は特に女性ということではなく、家
　　　族で力を合わせて生産しているので、この会もそこのところを大切に考え、当番もイベントも参加できる
　　　人は男女かまわず誰でもよいことにして喜んでもらっている。若い女性は勤めに出ることが多く、このま
　　　　まの形でいくと、高齢化は避けられないので、その点からも家族で取り組む必要。将来は若い代にバトン
　　　　タッチ出来るような開かれた楽しい直売所になっていけたらと願っている。
〔＊＊〕　．当初は生活指導員の指導や行政の後押しでできたが、それぞれが農家の担い手であるため、事業体までは
　　　発展しなかった。当時の生活指導員が転勤となり、農協とも関係がなくなって、自立したといえば聞こえ
　　　はよいが、趣味の会のような状態で年数回の活動となっている。
〔＊＊〕　この地域は専業農業地帯なので、消極的な活動ではなく、専業に全力をむけながら、自給部分にもこだ
　　　わっている人で構成。
〔＊＊〕　私たちの会も平均年齢71．5歳となった。仲間との交流を楽しみにしているが、役員のなり手がない。若い
　　　人の入会がないのが残念。
〔＊＊〕　法人化するには会員が高齢化している。若い人たちは勤めに出て、農業やる人は少なくなるばかり。
D
〔＊＊〕
〔＊＊〕
仕事おこしの方向性
その地域らしさを出して、都会ずれしない素朴な味、形を大事にしていきたい。
公、民間、既存の組織やグループばかりでなく、時代の中で思いを同じくする自由発想の小グループが多
く誕生することにより、より人間らしい社会作りにつながるのではないか。私たちも、今年はこだわりの
直売所を設置し、店頭から命、農、環境、介護、福祉など様々な問題について発信できるようにしたい。
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